
数理・データサイエンス・AI教育

強化拠点コンソーシアムの取組状

況について



国公私を越えた大学等間ネットワークの構築１

数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアムの発足以来、協力校・特定分野協力校や、公私⽴大学・
短期大学・高等専門学校の参画を得て、全国ネットワークを拡大。2024年には 会員校300機関を超えるコンソーシ
アムに成長。また、地域ブロックでの各種会合、地域ブロック連携による運営会議、企画推進ワーキンググループ
の設置、全会員校参加による総会の実施など、国公私を越えた大学等間ネットワークの構築を推進。

【数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアムの沿革】
2017年 コンソーシアム設⽴（北大、東大、京大、滋賀大、阪大、九大の6拠点校）
2019年 協力校（20大学）が新規参加、全国展開に向けた6ブロック化
2020年 協力校 (3大学)・特定分野協力校(7大学)が新規参加

公私⽴大学、短期大学、高等専門学校への連携校公募の開始

2022年 コンソーシアム第2期開始
文部科学省において、11拠点校、特定分野校18校を選定
地域ブロックを6ブロックから9ブロックに変更

2024年 会員校数が300機関に拡大

数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム会員校：３４９校
拠 点 校： １１校
特定分野校： １８校（※東京科学大学は拠点校でカウント）

連 携 校：３２１校
※令和６年１２月１日現在



全ての大学等が参照可能なモデルカリキュラム

の策定及び改訂
２

カリキュラム分科会及び産業界、公私⽴大学、関係団体等の委員からなる特別委員会を設置し、「AI戦略2019」
等と連動して、2020年にリテラシーレベル、2021年に応用基礎レベルの全ての大学等が参照可能なモデルカリ
キュラムを開発・公表。また、高等学校での「情報I」の必修化や生成AI等社会の動向の変化を踏まえ、2023年に
カリキュラム分科会の下に産業界、公私⽴大学等の委員からなるモデルカリキュラム改訂に関する特別委員会を

設置し、リテラシーレベル及び応用基礎レベルのモデルカリキュラム改訂を実施。



全国的なモデルとなる教科書・教材等の開発

教材分科会が中核となり、会員校と連携し教材、講義動画を収集・公開。コンソーシアムのウェブサイトに教材
ポータルサイトを設け、数理・データサイエンス・AIモデルカリキュラムに完全準拠した教材（eラーニング教
材、講義動画、AI活用事例、データ解析例、Python, Rのコード等）を無償公開するほか、本教材を活用しワー
クショップ等を行い、具体的な活用方法も含めて広く全国へ普及・展開。モデルカリキュラム（リテラシーレベ
ル）完全準拠の教科書「教養としてのデータサイエンス」を含む「データサイエンス⼊門シリーズ」を刊行。

３



教育用データベースの開発・公表４

教育用データベース分科会が中心となり、教育用各種データ（実験データ，調査データ，地域の生データ，ビ
ジネスデータ，ネット情報など）を収集し、各大学が使用できる環境を整備。
教育用データのポータルサイトでは、産業分野（総務省の日本標準産業分類）を網羅する27データを提供。
教育に活用可能な企業の実課題・データの収集も継続的に実施。



ワークショップ等を通じたファカルティ・ディベ

ロップメント推進
５

各大学の教育内容・教育方法の好事例の共有、情報交換等を行うための対話の場として、各地域ブロックにおい
てワークショップやシンポジウムを開催しました。その内容は、会員校や特定学問分野等における実践例等の紹
介、模擬授業、企業におけるデータサイエンスの活用事例の紹介、英語によるデータサイエンス教育などファカ
ルティ・ディベロップメント（FD）の一環としても機能。

また、2023年には、教育用データベース分科会主催の「公開シンポジウム数理・データサイエンス・AI 教育プロ
グラムにおける PBL の現在と未来」及びコンソーシアム主催の「数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コン
ソーシアム・拠点校エキスパート人材育成」発表会を開催。

【10月1日開催公開シンポジウム数理・データサイエンス
・AI 教育プログラムにおける PBL の現在と未来】

【12月23日開催数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コ
ンソーシアム・拠点校エキスパート人材育成発表会】



数理・データサイエンス・AI教育に関する情報発

信等
６

コンソーシアムウェブサイト、SNSのほか、ニュースレター（インタビュー記事／会員校の取組紹介／モデルカ
リキュラム・教材紹介／分科会活動報告／調査結果報告／シンポジウム・ワークショップ等イベント情報）等に
より情報発信。

【ニュースレターVol.1〜21】 【SNSでの情報発信】 【インタビュー記事】



数理・データサイエンス・AI教育に関する調査研

究
７

調査研究分科会において、海外大学の教育動向に関する専門的見地からの調査研究や、全国の国公私⽴大学を対
象とした教育現状調査、企業への数理・データサイエンス・AI人材ニーズ調査を行い、結果を発信。
これらの結果は、数理・データサイエンス・AI教育に関する政策⽴案やモデルカリキュラムの検討、各大学にお
ける教育改善に役⽴てられている。

【数理・データサイエンス・AI教育現状調査（第3回）】



特定分野会議における活動８

【特定分野会議（自然科学系）の実績】
数理・データサイエンス・AI（応用基礎レベル）モデルシラバス作成（2023年1月）
医歯薬系大学・学部における数理・データサイエンス・AI教育実施に向けた手引き作成（2024年1月）

【特定分野会議（人文・社会科学系）の実績】
数理・データサイエンス・AI（応用基礎レベル）人文・社会科学系モデルシラバス作成（2024年3月）

特定分野会議として、各分野におけるモデルカリキュラムの構築、応用基礎レベルを想定した各分野における教
材開発やデータベース等の教材コンテンツの収集、構築、収集した教材コンテンツ等の地域ブロックへの共有な
どを目的に特定分野会議（自然科学系）、特定分野会議（人文・社会科学系）、サイバーセキュリティ推進校会
議及びダイバーシティ推進校会議を設置。

＜特定分野会議（自然科学系）及び特定分野会議（人文・社会科学系）＞

特定分野会議（自然科学系）及び特定分野会議（人文・社会科学系）では、モデルシラバスの構築、応用基礎レ
ベルを想定した各分野における教材開発やデータベース等の教材コンテンツの収集、構築、収集した教材コンテ
ンツ等の共有などを推進。

＜サイバーセキュリティ推進校会議＞ ＜ダイバーシティ推進校会議＞

数理・データサイエンス・AI
（応用基礎レベル）モデルシラバス

数理・データサイエンス・AI
（応用基礎レベル）人文・社会科学系
モデルシラバス

ダイバーシティ推進に資
する取組の他大学等への
普及・展開に関する推進
校間での企画・調整。

サーバーセキュリティ分野
の教育強化、他大学等への
普及・展開、enPiT事業との
連携等に関する推進校間で
の企画・調整。

他大学等への普及・展開活動実績例
【ダイバーシティ推進校会議活動実績】

女子大学の実情にあわせた教育内容とカリキュラムの整備
女子大学への教育の普及、他大学への数理DS教育の普及
ジェンダード・イノベーションに関連した教育
（採用人事に潜むジェンダーギャップ解決のためのデータサ
イエンス実習セミナー実施）

中高校生を対象とした教育プロジェクト
女性研究者支援（女性研究者等の研究教育活動を支援する
ことを目的として、データ分析・収集全般の疑問、相談に
乗るための相談窓口を1カ月間トライアル開設）



各地域ブロックにおける活動９

数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアムにおける9つのブロックの活動が数理・データサイエンス
・AI教育の全国展開に重要。9つのブロックでは、以下の活動を実施。

北海道ブロック 東北ブロック 関東ブロック（72校 令和6年12月1日現在）

東海ブロック北信越ブロック
近畿ブロック

中国ブロック 四国ブロック 九州・沖縄ブロック

運営・地域展開・大学間ネットワーク形成
ブロック会議、ブロックワークショップ実施
北海道大学×高専アイデアソン実施
地元企業・自治体・地方経済産業局との連携

北海道デジタル人材育成推進協議会の設立
教材開発・公開
Python演習システム, WeBWorK（数学自習システム）
の提供等

運営・地域展開・大学間ネットワーク形成

生成系AIセミナー、東北ブロックシンポジウム、ワークショップの実施
地元企業・自治体・地方経済産業局との連携

AIMDアドバイザリボードミーティングの実施
教材開発・公開
教科書シリーズ『探検データサイエンス』の刊行等

運営・地域展開・大学間ネットワーク形成

ブロック会議、リテラシーレベル教育SWG、応用基礎レ
ベル教育SWG、ワークショップの実施
地元企業・自治体・地方経済産業局との連携

ワークショップにおける関東経済産業局の講演実施
教材開発・公開
コンソーシアムHPへ多数の教材・動画を公開

運営・地域展開・大学間ネットワーク形成

ブロック会議、ブロックシンポジウムの実施
地元企業・自治体・地方経済産業局との連携

経済産業省と共催のブロックシンポジウムの実施
教材開発・公開
PBL事例の提供等

運営・地域展開・大学間ネットワーク形成

ブロック会議、セミナー、東海デジタル人材フォーラムの実施
地元企業・自治体・地方経済産業局との連携

東海デジタル人材育成プラットフォームの実施
教材開発・公開
東海ブロック参加校におけるMDASHの認定校の申請書等を公開

運営・地域展開・大学間ネットワーク形成

ブロック会議、ブロックシンポジウム、認定を受けて
いない大学へのヒアリングの実施

地元企業・自治体・地方経済産業局との連携

ブロックシンポジウムにおける近畿経済産業局の講演
実施

教材開発・公開
教科書・E-learning教材の提供等

運営・地域展開・大学間ネットワーク形成

ブロック会議、ブロックシンポジウム、ワークショ
ップの実施
地元企業・自治体・地方経済産業局との連携

ワークショップにおける地方経済産業局の取組紹介
教材開発・公開
講義ビデオの公開、ブロック内文系大学向けの教材開発等

運営・地域展開・大学間ネットワーク形成

ブロック会議、ブロックシンポジウム、ワークショ
ップの実施
地元企業・自治体・地方経済産業局との連携

四国経済産業局と意見交換、ブロック内企業訪問

運営・地域展開・大学間ネットワーク形成

ブロック会議、ワークショップの実施
地元企業・自治体・地方経済産業局との連携

九州・沖縄産学デジタル人材育成フォーラムでの連携
『動画コンテンツ』を共同で作成
教材開発・公開
講義用動画



コンソーシアム活動における成果１０

数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアムでは、日本の大学等における数理・データサイエンス・AI
教育の強化が目標。目標は、大きく分けて、数理・データサイエンス・AI教育の裾野拡大とエキスパートレベルの育
成になり、以下のとおり大きな成果を挙げている。

【数理・データサイエンス・AI教育の裾野拡大の成果】

コンソーシアム会員校の順調な増加

【数理・データサイエンス・AI教育のエキスパートレベル育成の成果】

MDASH認定校の順調な増加
＜MDASHリテラシーレベル及びプラス認定校累計推移＞ ＜MDASH応用基礎レベル及びプラス認定校累計推移＞

＜コンソーシアムでの活動＞
【各地域ブロック】

ワークショップ等のFD活動を通したMDASH認定申請支援
大学等へコンソーシアム参画の積極的な呼びかけ

【拠点校】
エキスパート人材育成の推進
コンソーシアム各分科会に参画し、分科会を通したコンソー
シアム全体活動の推進

【特定分野校】
応用基礎レベルにおける各コンテンツ構築及び地域ブロック
での普及展開

コンソーシアム11拠点校における特色あるエキスパート人材育成の実施
コンソーシアムにおいて、初のエキスパート人材育成取組状況を発表
12月23日開催「数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム・拠点校エキスパー
ト人材育成」発表会



コンソーシアム活動における課題

教育支援のための取組の充実
• 公開教材の充実（大学の特性に応じた多様化、企業連携）と認知度向上・活用の促進
• 問題ポータルサイトの充実（教育DX）
• PBL事例、実課題・データの充実

モデルカリキュラム改訂に伴う対応

• 改訂版モデルカリキュラムの普及
• 改訂内容を踏まえた教材等の作成・更新
応用基礎レベル 分野別モデルシラバスの展開
• 自然科学系標準教材の策定
• 人文・社会科学系モデルシラバスの普及

地域ブロックと地方経済産業局との連携（教員派遣の検討、企業連携等）

認定制度の普及（申請や取組に至っていない大学等への助言・相談対応、FD等）

エキスパート人材育成

１１


